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(9) 遠い 海の向こうから 














サダモ : おじいさんたちが、 このように私のおじいさんが 私に話し 
てくれました。 もっともっとたくさん 話していたのですが、 それはこう 
いうことです : 
その、 はるか沖の方から、 私たちの先祖りがやつて 来て、 カラフト 
にもとどまるものはとどまりましたが、 やって来て、 この島に、 この、 
北海道と今は 言われていますけれども、 昔は名前のない 島でしたが、 そ 
こに私たちは 住んでいるのです。 私たちはそこに 住んでいて、 私たちア 
イヌが住んでいるから、 アイヌの名をとって、 「アイヌの 島 」 2) と言われ 
ているのですが、 名前のない島でした。 そして、 そこに行き着きました 
けれども、 仲間の半分は、 まもなくこの 島を通り越して、 はるかもっと 
沖の方へも ど つて行きたいと 言いましたっ 
「せっかく来たのに、 そのようにあ なたがただけ 分かれて、 どこへ 
行きたりというんですか。 ここに、 ひとところに 一緒に、 ひとつの島に 
みんな一緒に 住んだらどうでしょうかⅡ 
と言いましたが、 大半の人がちょうど 舟を反対にこぎ 合うみたい 
に、 言い争っていましたが、 とうとう大半の 人が、 ずっと沖の方へ、 舟 
を出して行ってしまいました。 
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その後に、 何人かのアイヌが、 この島に残っていた 人たちが、 そこ 
から広がったのですが、 まだあ ちこちに、 そのころは川の 名前も、 沢の 
名前もなかったのでしたが、 海岸全部、 地名のあ りようもなかったので 
すけれど、 アイヌが広がって、 川でも沢でも、 行ったところは 全部、 大 
川は川ぞいに 上へ上へと村が 広がっていき、 沢もきれいなのは、 それに 
そって村ができました。 海岸全部、 沿岸全部、 アイヌが名双をつけて、 
アイヌの村ができたところにそうやって 名前をつけたから、 今でも海岸 
全部、 アイヌがつけた 地名ばかりあ るのです。 
それから、 こういうことがもとになって、 舟を反対にこぎ 合い、 お 
互いに言い合いして、 折り合いがつかずに、 沖の方へ行く 人は行ったも 
のですから、 
「それじやあ 、 これからは、 沖の方へもどって 行くと言うのなら、 
もうこの 島へ 来るんじやないぞ。 私たちはこの 島をとるから、 あなた 方 
は 沖の大きな島に 住むために行くのならば、 この島には私たちだけが 住 
むから、 来ようなんて   思う ちよ Ⅱ 
と 、 もう言い合うのにうんざりしたみたいになって、 お互いに言う 
ことをきかないで、 彼らは沖の方へ 行って、 和人の国の、 行ったところ 
全部に広がって 住みました。 
そうして結局、 こういうことがもとになったから、 こういうふうに 
けんか別れになったということを 言って聞かせたのか、 子孫が大勢に 
なってきてから、 お互いに戦うみたいに、 舟に乗って来たり、 隠れて来 
たりして攻めて 来ました。 お互いに舟に 乗ってこっそりと 攻め合ったり 
もしました 0 
3)aPahl アファヒ 
と 聞こえる 0  ‥・ a p 
     アプ <0 けんか別れ ) 
したが ) と 言いかけ 
て、      a ㎡‥． アヒ 
W( けんか別れ ) したこ 
とを ) と 言い直したの 
かもしれない。 しかし 
語り手の サダモ さん 本 
人 に確認した時は 、 機 
械の性能が悪かった せ 
いで聞き違え、 t 硲Ⅰアフタ シ言つと一 「 ap 
ているけど、 aPo 「 aUn 
アプオ ラウン と 言う 
のがいい」と 訂正し 
尤 @ O 
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けれども、 同じアイヌのもとはひとつであ っても、 アイヌの子孫は 
わ いめい持たされた 役目が違い、 その広がり方も 決められていましたか 
ら、 まだまだあ っちこっちの 国に広がって、 まだまだあ っちこっちの 国 
に、 めいめいの名前をつけて、 行ったところに 自分の名前を 勝手につけ 
て、 まだまだ ね いめいに名前をつけました。 どの土地は自分のだ、 どの 
国は自分のだと、 めいめい勝手に 自分の名前をつけて、 そこに住んでい 
ても、 互いに争っていました。 でも、 
「私たちはもとはひとつむのに、 いつまでも互いに 争っているけれ 
ど、 いまはもっといろいろと 理屈のあ ることを言う 偉い人たちもいて、 
お互いどうし 争ってはいられないから、 いっそのこと、 お互いに構わな 
いでいて、 向こうで暮らすあ なた方は、 向こうの人になって、 私たちは 
こちらにいるから、 北海道の人と 呼ばれて暮らすから、 あ なた方はどう 
いうようにすれぱいいか、 大きな 島 6) を求めて行ったのであ っても、 大 
きな島にはあ なた方だけで 暮らすことはできないよ。 そして、 ( あちこ 
ちから ) 私たちはもとはひとつであ っても、 あ ちこちからあ なた方のと 
ころに押し寄せて 来られたら、 そこを自分たちの 国だと言うこともでき 



















6)PO のmoS Ⅰボロ モ 
・ ンリ ( 大きい 島 ) は 、 こ 





と 、 この島に残った 人の子孫たちが 言いました。 そして、 それか 
ら、 海の向こうに 住んでいる者は「自分たちはアイヌだぞ」と 言って来も 
しません。 そのように、 自分たちの系統がわからなくなった 人たちが、 
お互いに夫婦になって、 それから広がっていったのが、 和人というも 
の、 ト /8@ いうものなのです。 
私たちはこの 島 ．‥に 、 昔から、 私たちの起源となる 先祖がいて、 今
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で、 私たちがいるということによって 名づけたから、 アイヌの 島 、 北海 
道 と今は言われていますけれど、 そのもとはこうであ って、 戦争するこ 
ともできなくて、 自分たちのもとを 言うことも、 あんまりあ えて言うわ 
けにもいかないのだけれど、 まだ次々に 何化 にも語り伝えて、 こっそ 9) 「本州に」の 点 。 
り 、 地名でも、 村の名でもあ なたたちがよくよく 調べてみれば、 海の向 
こうに 9) いる人も、 この北海道にいる 人も言葉はひとつのもととして 分か 
れ 出ているものだから、 あ なたたちがわかるところもあ るだろうけれ 10)mnanw 狙 pa ィナ 
ど 、 そういうことまでは、 何年かたって、 あ なたたちがわかるかどうか ンワンパ て言い直した。 と 言いかけ 
わからないけれども、 私たちのもとはこうだから、 アイヌ、 北海道アイ 
ヌ と 言われているのだよ。 
だからね、 子供たち、 次々の世代に 語り伝えて、 アイヌのもとがこう 
いうものだということを 言って 、 私たちは同じもとから 出たものなんだか 







のないように 考えなさい。 ho 「 ka 「 utu ホ 。 ； ル 
トゥ は直訳すれば「 後 
ろへ押しもどす」。 
と 昔のおじいさんたちが 言ったことは 本当だから、 今は 、 昔のおじ 
いさんの言ったことはうそではないのだから、 和人の島に行って 大きな 
島を持とうと 思ったけれど、 それこそ、 差別されて理屈をとられてⅢ、 
そういう人たちが、 それから、 いろいろ違った 名前のついた 国から、 集
まった人と一緒に 住んで、 そこから広がってそのアイヌが 私たちなのだ 
とは、 考えることもできなくなっているのだろうよ。 
と、 私のおじいさんが 這いました。 どこまでもそういう 話が続いて 
いるのですよ l2)0 
だからあ なたたちも、 あ なたたちのおじいさんたちがいつもいつも 
語っていたのを、 聞いていた話なのでしょうね ! 
??
K : そうだよ。 
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